
 

  

後期のスタートです 
今年度から２学期制となったため、10月９

日（金）には、前期の終業式を、10月 13日

（火）には、後期の始業式を行いました。その 

中で、後期は、「『出来るようになった』、『自分が成長した』と感じた

時には、自分を褒めてほしい」ということと、「上手くいかないことが

あっても、失敗を恐れずに挑戦した自分に自信をもってほしい」とい

うことを子どもたちに話しました。 また、挨拶を推進するために、挨

拶を先にした方が「勝ち」とするゲーム「挨拶相撲」を提案しました。 

 

 

 

  始業式で３名の児童が、前期の振り返りと後期の抱負を発表して

くれました。ご紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年 10月 16日 

学校便り №８ 

白方小学校だより 

みんなが主役（ヒーロー）の学校 

前期の振り返りと後期の抱負 

「もっとできることがふえたよ」        １年 H・Y 

 わたしが、一ねんせいになってできるようになったことがたくさんあ

ります。 

 一つめは、がくしゅうです。ひらがなやカタカナ、かんじで、とめ、

はね、はらいにきをつけて、ていねいにかくのをがんばりました。 

 二つめは、せいかつです。がっこうせいかつになれてきました。一に

ちのながれがわかって、おそうじやかかりのしごともできるようになり

ました。 

 三つめは、おともだちです。さいしょはどきどきしたけど、あたらし

いおともだちがたくさんできて、なかよくたのしくあそぶことができま

した。これからも、おともだちとたくさんあそびたいとおもいます。 

 四がつから、できるようになったことがたくんふえました。これから

も、いろんなことにちょうせんして、がんばろうとおもいます。そし

て、できることをもっとふやしていきたいです。 

 

 

 

「楽しい毎日」                ３年 O・M 

 わたしは、四月から十月の前期でがんばったことが二つあります。 

 一つ目は、うん動会です。なぜかというと、三年生のきょうぎのイモ

ゾーリレーで練習の時にじゅんいが四位だったからです。わたしは、じ

ゅんいを上げるために、家や学どうで人形をはこぶ練習をしました。そ

して、はやく走れるように、つま先でバランスをとって走る練習もしま

した。本番はじゅんいが上がってうれしかったです。 

 二つ目は、算数の円と球です。なぜかというと、はじめてコンパスを

つかった時にどうやって円を書けばよいか分からなくてようやくなれた

と思っても、どんどんむずかしくなりました。宿題でコンパスの持ち方

をかくにんしたり、お父さん、お母さんといっぱい特訓をしたりしまし

た。さいごのテストでは、よい点数がとれてよかったです。これからの

べんきょうもあきらめずにがんばります。そして、後期にがんばりたい

ことも二つあります。 

 一つ目は、じきゅう走大会です。なぜかというと、二年生の時のじき

ゅう走は、十位だったからです。じゅんいを上げるために、ランランタ

イムでは、三しゅういじょうは走りたいです。休みの日は、お父さんと

三十分いじょう走りたいです。二つの練習をがんばって今年は十位いな

いにはいりたいです。 

 二つ目は、友だちを大切にすることです。なぜかというと、わたしに

とっての友だちは、わたしをささえてくれるようなそんざいだからで

す。わたしも友だちのささえとなれるような人になりたいです。だか

ら、わたしも友だちにやさしくできるように友だちのことをみならいた

いです。学校の友だちも、プライベートの友だちも、ほいくえんの友だ

ちも、みんなわたしのことをささえてくれるようにがんばります。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分の成長」                                                    ６年 O・M 

 私は、六年生になるとき、最高学年になるので、下級生のお手本になれるように頑張ろうという気持ちと勉強などについていけるかなという不安な気

持ちがありました。六年生になって、いろいろなことに挑戦しました。全校朝会では司会やあいさつ運動の説明をしました。最初は緊張しましたが、何

回かやっていくうちに少しずつ自信を持って話せるようになりました。運動会では全校児童の前で準備体操もしました。大勢の前に立つのは緊張したけ

れど、最後までやり切ることが出来たので自分でも成長したと感じました。勉強では、特に算数を頑張りました。分からない問題があるときは、お姉ち

ゃんや友達に解き方を教えてもらい、もう一度解いてみました。そうすると、最初は分からなかった問題も、だんだん簡単にとけるようになりました。

分数のかけ算で説明する問題は難しかったけれど、練習をしてできるようになったことがうれしかったです。六年生になって、私は、苦手なことでも挑

戦したり、分からないことをそのままにせず努力したりすることができるようになりました。そうすることで、自分自身でも成長を実感することができ

て、うれしかったです。 

 卒業するときには、「六年生でいろいろなことに挑戦してよかったな」「いままでちゃんとやってきてよかったな」と思えるように、残りの後期の生活

もたくさんのことに挑戦し、最後までがんばりたいです。 

 

 


